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● 津 軽 の 名 人 ・ 達 人 バ ン ク ふ れ あ い ま つ り （第一面・第二面） 

● 津 軽 の 名 人 ・ 達 人 バ ン ク 講師派遣事業報告 （第四面） 

C 

「津軽の名人・達人バンク」第５期の登録者名簿が完成しました。名簿には 78

名の登録者を“名人・達人”として、写真付きで紹介しています。 

この名簿は、趣味・芸術・スポーツ・生活・歴史など様々な分野で一芸に秀でた

人材“名人・達人”の情報が揃っており、また指導対象も乳幼児から高齢者までと、

幅広いニーズにご活用いただけます。 

名簿は関係市町村（弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館

村・西目屋村）の役所・役場窓口などに配布しています。なお、名簿に掲載した内

容は津軽広域連合ホームページでもご覧いただけますので、そちらもご確認くださ

い。ダウンロードもできます。 

【津軽広域連合ホームページの URL】http://tsugarukoiki.jp/ 

C：参加者の「魔法の鉢」作りを助ける熊谷友一さん（写真右側）

平成 25 年 9 月 28 日（土）と 

29 日（日）に開催した平成 25 

年度津軽の名人・達人バンクふれ 

あいまつりの模様を第一面・第二 

面で紹介します。 

 

A：「自然界のもつ二面性」について熱心に語る菊池 

悠久さん（写真中央） 

B：「組紐」の説明をする瓜田京さん（写真右側） 
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るお客様の姿や、“名人・達人”から説明を受け、感銘を受

けている姿がありました。 

「実演・体験」のヨーガやあんよ・せらぴー、護身術で

は、“名人・達人”の実演に、お客様がグループで参加する

姿が見られ、折り紙遊びや彩書道、押し花ハガキ作り、魔

法の鉢のコーナーでは、訪れたお客様が、“名人・達人”の

手ほどきで、作品作りに挑戦し、たいへん好評を博してい

ました。 

手回し発電おもちゃのコーナーでは、小学生以下の子供

たちが絶えず訪れており、手作りおもちゃが陳列された中、

手動でモーターを回すとおもちゃがコミカルに動く仕組み

に歓声をあげていました。 

また、29 日（日）には、“ゆるキャラ”が応援に駆けつ

け、会場全体を盛り上げてくれました。 

 平成 25 年９月 28 日（土）と 29 日（日）の２日間、

イオンタウン弘前樋の口で“津軽の名人・達人バンクふれ

あいまつり”を開催しました。 

これは、「津軽の名人・達人バンク」登録者である“名人・

達人”の秀逸した技能披露や作品発表の場となっており、

広く皆さんに知っていただく機会として、今回が二度目の

開催となります。 

会場には、魔法の鉢を使った盆栽の紹介、組紐で作る帯

締めやブローチなどの小物やレザークラフトなど数多くの

作品をテーブルに配置したものと、日頃の活動レポートや

彩書道、押し花作品などのパネル展示で構成する「展示」

の各コーナーと、お客様に体験をしていただく「実演・体

験」の各コーナーをそれぞれ設けました。 

「展示」では、数々の作品の見事さに足を止め、見とれ 

平平平成成成２２２５５５年年年度度度 津津津軽軽軽ののの名名名人人人・・・達達達人人人バババンンンクククふふふれれれあああいいいまままつつつりりり

◇ 「押し花のハガキ作り」を手ほどきする

小山内貞子さん（写真右側） 

◇小山内忍さんは「県内のおも 

 ちゃ病院」の活動状況を紹介 

◇展示した「レザークラフト」を説明中の笹木啓子さん（写真左側） 

 

◇「手回しおもちゃ」を説明する

外川譲二さん（写真右側） 

◇「折り紙遊び」と「むがしっこ語り」が好評の

対馬てみさん（写真中央） 

◇展示した「彩書道」の前で、指導する田澤久雄さん

（写真右側） 

◇グループで一緒に「ヨーガ」を実演する下山明子さん 

（写真中央）

◇佐藤光麿さんは、「護身術」を

実演（写真右側） 

◇「あんよ・せらぴー」実演中の境江利子

さん（写真右側） 

当当日日のの様様子子をを写写真真でで紹紹介介ししまますす。。  
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大大大凧凧凧上上上げげげ大大大会会会                                    平成２５年１月２７日 

 藤崎町矢沢

藤崎町の水田では、

２月第１日曜日又は

その前後の日曜日に、

津軽の… いや！ 

日本全国の…、さらに

は世界中の凧好きな 

人たちが大勢集まり、

みんな一緒に楽しん 

（藤田 雄／藤崎町）               でいます。 

 

縄縄縄文文文時時時代代代ののの土土土偶偶偶                  
平成２４年１２月１８日

 西目屋村砂子瀬川原平

～  土偶は、昔ばなし調で、 

心に語りかけます。 ～

 

“コツコツ”何の音だ？ 

（松谷 恭／弘前市）     急に明るくなったな！ 

この地で菅江真澄、平尾魯仙、

乳井貢、齋藤主などが活躍したようだな！  

西目屋村には縄文マタギ炭焼、鉱山などいろいろな歴史や文化

が伝わっているようだな！ 

私の妻は、津軽美人の先祖だぞ！               

干干干ししし餅餅餅                                 平成２５年２月１６日 

黒石市大川原

黒石市の大川原温泉

に行った際、なつかし

い風景に出合いまし 

た。 

昔はどこの家庭でも

軒先に干し餅（もち）

                  を下げていたのを思い 

（山口 悟／黒石市）              出しました。         

地地地 域域域 資資資 源源源 レレレ ポポポ ーーー トトト 紹紹紹 介介介

写真左から、黒石やきそば応援団ブラストの「つゆヤキソバン」、 

平川市の「ヤーヤくん」、弘前市の「たか丸くん」、藤崎町の「ふじ丸くん」

○平成 25 年度歳入歳出予算執行状況         （千円、％）

○平成 24 年度歳入歳出決算      （千円、％）

議会の動き 

１１月１５日（金）、平成２５年第２回津軽広域連合議会定

例会が開催され、平成２４年度一般会計歳入歳出決算、津軽広

域連合議員報酬、費用弁償等の額及びその支給方法条例の一部

を改正する条例案が、原案どおり可決・認定されました。 



   

◎手作りアロマ石けん  ◎平成２５年６月２３日（土） 

◎松原小学校（弘前市） 

◎参加者／１年生徒とその保護者など６２名 

日高 佳子（バンク登録№７８）  

イベントの講師・指導者をお探しなら、津軽の名人・達人バンクをご活用ください。多彩

なジャンルの名人・達人８０名が、皆様からの依頼を待っています。詳細については、津軽

広域連合のホームページをご覧いただくか、電話でお問い合わせください。 

津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・

西目屋村の８市町村により、要介護認定審査・障害程度区分判定審査ほか、各種

ソフト事業などのさまざまな事務事業を共同で実施する特別地方公共団体です。

◎護身術の講習会  ◎平成２５年７月１３日（土） 

◎西部児童センター（弘前市） 

◎参加者／地区の小学生など２３名 

佐藤 光麿（バンク登録№３３） 

次に透明のポリ袋に入れた粉状の石 

けんの素地に、ハーブティーやハチミ 

ツ、香りの精油が加えられ、もみ込ん 

でゆく工程へと進み、最終段階では、 

「ハート型」や「星型」など好みの形に石けんを整形し

ていきました。参加者からは、自宅に持ち帰ったら、宝

物にしたいとの感想をいただきました。 

ました。実践すると、男子児 

童の力頼み、直感任せの動き 

よりも、力は弱くても基本に 

忠実な女子児童が先にコツを 

つかんだ様子でした。 

最後に「今日の技は、普段ふざけて使わないでくだ 

さい。また、災難からの回避は、普段から危険なとこ 

ろに近づかないことが最も重要です。」と注意があり、 

講座が終了しました。 

説明中の日高佳子

さん（写真右上）

道着姿が佐藤光麿さん

れたもので、りんごの産地 

「津軽」の情景を連想させ 

る繊細な響きが印象的で、 

佳境にさしかかると来場の 

ご婦人方が、ギターのフレ 

ーズに合わせてハミングするという嬉しいハプニン 

グもあり、喝采でミニコンサートは幕を閉じました。 

 

まず講師から、自然のハーブの効能と、ハーブを組み

合わせ、効能を生活に活用するのが「アロマテラピー」

であると説明がありました。 

石けんの色付けに使うラベンダーのハーブティーをつ

くる工程では紙コップ内のお湯の色が、薄い青紫に染 

まった状況に、「青に変わった！！」と大勢の児童が驚 

きの声を上げ、互いに色の濃淡を比べ合っていました。 

◎ミニコンサート  ◎平成２５年７月１４日（日） 

◎老人福祉センター瑞風園（弘前市） 

◎観客／３５名 

木村 英丸（バンク登録№７１） 

ギターを弾く木村英丸さん

（ 問 い 合 わ せ ） 0 1 7 2 - 3 1 - 1 2 0 1 

〒036-8003 

青 森 県 弘 前 市 大 字 駅 前 町 ９ 番 地 ２ ０ 

詳しくは web で 津軽広域連合 検索

 

西部児童センターでは、非力な子供でも可能な身を守

る術（すべ）を学び、不審者とのトラブルを回避するた

め、この講習会を開催したものです。 

内容は講道館柔道の技を、参加者に合わせて組み直し

たもので、実際に模範の形を見た後、講師自ら参加者一

人ひとりを相手に手ほどきする手順で、６項目の護身術

を実践しました。 

最初は、大人に片腕をつかまれた際の対処方から始ま

り、次第に身体全体を使う内容に難易度が高まっていき 

 

 

演目は「懐かしのメロディー」というテーマで、クラシ

ックギターを中心に７曲が演奏されました。 

最初は、マンドリンとギターの二重奏が演奏され、次の

ギターの独奏では、音色の心地よさが、会場に吹き込む風

と相まって、おしゃべりに夢中になっていたグループも会

話を中断し、涼しい音色に浸っていました。 

最後に選んだ楽曲は、美空ひばりさん主演の映画に使わ 


